
開催
報告

私たちは持続可能な開発目標(SDGs)を支援しています。

関西北陸ブロック

社会的推進委員会#3

概要
日程：6/27(木) 19:00-21:00
場所：Zoom

ご質問や[ K’s NEWS ]で紹介したい
活動があれば、ご連絡ください！
ブロック学生事務局 [ 辻本 瑞貴 ] 

Tsujimoto.Mizuki@univ.coop

国際協同組合年や
トランスジェン
ダー、海岸のプラ
ごみなど…新しい
気づきがたくさん
ありました！
(学生事務局より)

新しく知ったこ
とが多かったの
で、自大学でも
共有し、ブロッ
クにも広げたい。
（関学大2年）

色んな事例を自
分の身の回りに
置き換えて考え
ました。どの意
見も大事にしよ
うと思いました。
（大経大4年）

01 「ちょっきに」の時間

「ちょっときになる」をみんなで共有

しゃかすいの始めに、普段は調べないけど、調べてみて面
白かったこと・興味を持ったことについてお話する「ちょっ
きに」を行いました。興味関心の先は十人十色！自分の気に
なることを伝え、他のメンバーが気になることを聞いて社会
的課題に関する学びができました。また、班が違う推進委員
メンバーとも交流することができました。

02 【環境班】
リ・リパック学習会

これからどんなことをしたい？
ブロック学生委員会のリ・リパック学習会の内容をも

とに、環境班のメンバーでも学習会を実施しました。
リ・リパックについて学んだあとは、自大学でできるこ
とや、しゃかすいとして何ができるかを話し合いました。
メンバーからは、「組合員にリ・リパックを回収する意
義を伝えたい」「楽しくリ・リパックを回収できるよう
な取り組みを考えたい」といった意見が出ました。

03 【減災・防災班】
防災ゲーム

防災を楽しく学ぶ

前半は防災用品に関するゲームで、12個の防災用品を役立つ
順に並べました。個人で順番を決めた後、その順番にした理由
を共有し、考えを深めることができました。後半は災害が起き
たときの場面に対してどのような行動をするのかを考えました。
災害対応を自らの問題として考え、様々な意見や価値観を共有
することができました。

参加者
富県大(1)、近畿大(3)、大経大(1)
関学大(1)、BK院生委員会(1)、
BK学生事務局(6)、BK職員(3)

計4会員16名

全国大学生協連
関西北陸ブロック
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